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１．概要（Summary） 

2 種類のポリマーをブレンドしたポリマーアロイについて、

内部構造における局所的な物性変化として捉えるため、

原子間力顕微鏡(AFM)を用いて検証を行なった。 
 

２．実験（Experimental） 
・利用した主な装置 
原子間力顕微鏡(AFM) 

 
・実験方法 
 射出成形したポリマーアロイの試験片を液体窒素中で

凍結割断し、割断面の測定を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 AFM測定による高さ像をFig. 1に示す。内部の構造は

マトリックスと分散粒子による海島構造を形成している。今

回の装置ではマッピングはできないため、マトリックスと分

散粒子のフォースカーブ測定により弾性率の相対比較を

行なった。Fig. 1(a)の画像中央にてマトリックスの測定、

(b)の画像中央にて粒子の測定を行った。 
 得られた force-distance 曲線  (Fig. 2)を force- 
deformation (Fig. 3) 曲線へ変換した。今回は、相対

比較のみの為、ばね定数は公称値を用い、deflection 
は感度を仮に 1 nm/V として変換を行った。弾性率の比

較は JKR 法の 2 点法を用い、マトリックスのポアソン比  
ν =0.42、粒子のポアソン比 ν =0.37、探針の局率半径

R=20nm、Figure 3 のグラフより、試料からカンチレバー

の引き離し過程での凝着力が最大となる点 (δ1,F1)、カン

チレバーにかかる力が 0 となる点 (δ 0,0) を式(1)に代入

し、弾性率を算出し比較した。 
 
 
 

 その結果、弾性率の比がマトリックス：粒子=107.7:166.8
となり、粒子の弾性率はマトリックスの弾性率の 1.5 倍であ

った。マトリックスを構成する材料、粒子を構成する材料、

それぞれ単体の三点曲げ試験においては、マトリックスを

構成する材料の方が弾性率が高い。今回のフォースカー

ブ測定では、弾性率の大小関係が逆転している。この現

象が、アロイ化によって起こった事かを検証する必要があ

る。 
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Fig. 1. Height imaging of polymer alloy 
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